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仙台港で「てんりゅう」艦艇広報
優秀広報官表彰～板橋広報官が陸上幕僚長褒賞～
令和３年度宮城地方協力本部長　感謝状受賞者

1P

宮城地本広報大使に４名を委嘱
梶原総監初度視察受
令和４年度防衛モニター委嘱状伝達式
宮城県内駐屯地朝礼において隊員自主募集等の協力依頼
令和４年度募集相談員委嘱

2P

広報ルームで写真展開催
令和４年度自衛官等採用案内
人事

4P

令和４年度予備自衛官補辞令書交付式
令和4年度定年制インターンシップ
予備自衛官招集訓練（５日間）を支援～２コ駐屯地で同時期に実施～
東北大学において募集課長による防衛講話を開催
任期制退職予定隊員等による即応予備自衛官雇用企業研修

3P

【
自
衛
官
募
集
功
労
】

　

白
石
市　

様	

団
体

　

松
島
町　

様	

団
体

　
仙
台
市
立
蒲
町
中
学
校　

様

	

団
体

　

宮
城
県

　
石
巻
商
業
高
等
学
校　

様

	

団
体

　

宮
城
県

　

柴
田
農
林
高
等
学
校　

様

	

団
体

　
宮
城
学
院
女
子
大
学　

様

	

団
体

　

学
校
法
人
仙
台
育
英
学
園

　

登
米
学
習
セ
ン
タ
ー
長

　

及
川
長
五
郎　

様

	

個
人

　

栗
原
市
役
所

　
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

　

阿
部　

慶
太　

様

	

個
人

　

学
校
法
人

　

古
川
学
園
高
等
学
校

　

進
路
指
導
部
長

　

赤
坂　

千
寿　

様

	

個
人

　

名
掛
丁
商
店
街

　

振
興
組
合
事
務
長

　

山
谷　

郁
夫　

様

	

個
人

　

北
上
セ
ミ
ナ
ー　

塾
長

　

佐
々
木
伸
一　

様

	

個
人

　

仙
台
市
泉
区
募
集
相
談
員

　

小
坂　

隆
司　

様

	

個
人

　

東
北
工
業
大
学
工
学
部

　

情
報
通
信
工
学
科　

教
授

　

木
戸　
　

博　

様

	

個
人

【
就
職
援
護
功
労
】

　

株
式
会
社

　

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク

　
仙
台
雇
用
開
発
セ
ン
タ
ー　

様

	

団
体

　

西
尾
レ
ン
ト
オ
ー
ル

　

株
式
会
社

　

東
北
営
業
部　

様	

団
体

　

日
本
ア
ル
コ
ー
ル
物
流

　

株
式
会
社　

様	

団
体　

【
予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労
】

　

三
陸
輸
送
株
式
会
社　

様

	

団
体

　

東
北
三
和
鋼
器

　

株
式
会
社　

様

	

団
体

　

令
和
３
年
度
優
秀
広
報
官
表

彰
と
し
て
、
大
河
原
地
域
事
務

所
の
板
橋
陸
曹
長
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
厳
し
い
募
集
環
境
に

あ
っ
て
、
柔
軟
か
つ
的
確
に
募

集
活
動
を
行
い
、
宮
城
地
本
の

募
集
目
標
達
成
に
大
き
く
貢
献

し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
７
月

28
日
付
で
陸
上
幕
僚
長
褒
賞
を

授
与
さ
れ
た
。

　

板
橋
陸
曹
長
は
「
募
集
の
重

責
を
深
く
認
識
し
、
一
人
で
も
多

く
の
人
材
の
獲
得
に
努
め
、
今

後
も
、
対
象
者
に
は
親
身
な
対

応
を
心
掛
け
、
不
安
事
項
が
少

し
で
も
な
く
な
る
よ
う
自
分
の

経
験
や
知
識
を
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
入
隊
し
た
子
た

ち
に
負
け
な
い
よ
う
自
分
の
任

務
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
方
面
総
監
よ
り
優
秀

広
報
官
と
し
て
板
橋
陸
曹
長
が

陸
上
幕
僚
長
褒
賞
に
続
き
第
３

級
賞
詞
、
石
巻
地
域
事
務
所
の

工
藤
１
空
曹
が
第
４
級
賞
詞
を

授
与
さ
れ
、
本
部
長
か
ら
伝
達

さ
れ
た
。

陸上幕僚長褒賞・第３級賞詞：陸上幕僚長褒賞・第３級賞詞：
板橋広報官板橋広報官

第４級賞詞：工藤広報官第４級賞詞：工藤広報官

本部長より第３級賞詞の伝達本部長より第３級賞詞の伝達

優秀広報官表彰
　～板橋広報官が
　　　陸上幕僚長褒賞～

令
和
３
年
度
宮
城
地
方
協
力
本
部
長

感
謝
状
受
賞
者

仙台港で　　　　　　　　　艦艇広報
７
月
９
日
及
び
10
日
の
２
日
間
、
仙
台
港
に
お
い
て
海
上
自
衛

隊
訓
練
支
援
艦
「
て
ん
り
ゅ
う
」
の
協
力
を
得
て
艦
艇
広
報
を
実

施
し
た
。「
て
ん
り
ゅ
う
」
の
仙
台
港
へ
の
来
港
は
令
和
３
年
度

に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
る
。
見
学
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
人
数
を
募
集
対
象
者
等
約
３
０
０

名
と
一
般
公
募
の
20
名
に
限
定
し
て
実
施
し
た
。
初
日
は
時
折
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
あ
っ
た
が
、
入
港
歓
迎
行
事
に
お
い

て
は
、
航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊
（
浜
松
）
に
よ
る
歓
迎
の

演
奏
が
行
わ
れ
、
更
に
第
22
即
応
機
動
連
隊
（
多
賀
城
）
の
支
援

を
受
け
た
16
式
機
動
戦
闘
車
等
の
装
備
車
両
の
展
示
、Ｖ
Ｒ
体
験

が
で
き
る
募
集
ブ
ー
ス
を
展
開
し
広
報
を
実
施
し
た
。

２
日
間
の
特
別
公
開
で
は「
て
ん
り
ゅ
う
」艦
長
自
ら
が
来
場

者
の
皆
さ
ん
に
説
明
を
行
う
な
ど
、
乗
員
達
に
よ
る
丁
寧
な
案
内

に
来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
ま
た
、
艦
や
乗
員
と
の
写
真
撮

影
な
ど
心
か
ら
艦
艇
広
報
を
楽
し
ま
れ
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
更

に
深
め
て
い
た
だ
い
た
。



（2）第30号 青 葉
　

６
月
13
日
、
東
北
方
面
総
監
梶
原
陸
将

の
初
度
視
察
を
受
察
し
た
。
視
察
は
、
記

念
撮
影
、
幹
部
挨
拶
に
引
き
続
き
、
状
況

報
告
及
び
各
課
事
務
室
の
施
設
巡
視
を
実

施
し
た
。
幹
部
及
び
准
曹
と
の
懇
談
に
お

い
て
は
、
積
極
的
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

総
監
は
現
場
隊
員
の
意
見
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
ら
れ
た
。

　

訓
示
に
お
い
て
総
監
よ
り
「
今
年
度
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

継
続
し
て
お
り
、
募
集
、
援
護
及
び
予
備

自
衛
官
等
業
務
を
巡
る
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
克
服
し

て
各
業
務
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
の
激
励
の
言
葉
を
戴
い
た
。

　

本
視
察
の
成
果
を
踏
ま
え
、
地
本
業
務

が
「
第
一
線
」
で
あ
る
と
の
意
識
を
常
に

保
持
し
、「
任
務
第
一
」「
明
る
く
、楽
し
く
」

部
員
一
丸
と
な
っ
て
目
標
達
成
に
向
け
奮

励
努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。

　

宮
城
地
方
協
力
本
部
は
４

月
16
日
、
令
和
４
年
度
防
衛

モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
伝
達
式
を

実
施
し
た
。
防
衛
モ
ニ
タ
ー
制

度
は
、
我
が
国
の
防
衛
及
び
自

衛
隊
に
関
し
、
国
民
一
般
の
方

の
意
見
ま
た
は
、
要
望
な
ど
を

お
聴
き
し
、
今
後
の
諸
政
策

の
資
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
任
期
は
２
年
。
今
年
度
は

公
募
１
名
を
含
め
新
規
２
名

（
学
生
・
和
泉
快
飛
さ
ん
、
無

職
・
瀬
戸
一
雄
さ
ん
）
継
続
３

名
（
事
務
職
・
佐
々
木
あ
ゆ
み

さ
ん
、
会
社
員
・
伊
藤
清
さ
ん
、

技
能
技
術
・
千
場
幸
子
さ
ん
）

計
５
名
。

　

今
年
は
霞
目
駐
屯
地
に
お

い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
を
万
全

に
し
、
航
空
機
体
験
搭
乗
と
併

せ
、委
嘱
状
伝
達
式
を
行
っ
た
。

　

諸
政
策
の
改
善
の
資
と
な

る
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
な

が
ら
防
衛
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
と

の
連
携
の
強
化
に
努
め
て
い

く
。

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
は
宮

城
県
内
の
７
市
３
町
１
村
に
お
い
て

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
対
し
て
各
市

町
村
長
と
の
連
名
で
、
新
規
委
嘱
者

及
び
更
新
委
嘱
者
合
わ
せ
て
39
名
の

方
々
に
対
し
、
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
委
嘱

式
を
自
粛
す
る
自
治
体
も
あ
り
、
実

際
に
委
嘱
式
を
実
施
し
た
自
治
体
は

５
市
２
町
１
村
で
他
の
２
市
１
町
は

委
嘱
状
の
手
交
の
み
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
各
種
活
動
等
に
制
約

は
あ
る
も
の
の
、
自
衛
官
募
集
相
談

員
の
方
々
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て

地
域
に
根
ざ
し
た
募
集
活
動
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

　
今
年
度
委
嘱
状
を
交
付
し
た
自
治

体
の
内
訳
は
左
記
の
と
お
り

　

仙
台
市
18
名
（
内
、
新
規
委
嘱
者

１
名
）、名
取
市
５
名
、大
崎
市
４
名
、

塩
竈
市
２
名
、
多
賀
城
市
２
名
、
登

米
市
２
名
、
気
仙
沼
市
１
名
、
南
三

陸
町
２
名
、
色
麻
町
１
名
、
大
郷
町

１
名
、
大
衡
村
１
名

　

諏
訪
本
部
長
は
４
月
１

日
及
び
７
日
、
船
岡
駐
屯

地
、
大
和
駐
屯
地
に
お
い

て
隊
員
自
主
募
集
等
の
協

力
依
頼
を
行
っ
た
。
隊
員

自
主
募
集
は
、
少
子
化
な

ど
の
社
会
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
自
衛
隊
を
取
り
巻

く
自
衛
官
採
用
の
環
境
が

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
中
で
、
部
隊
等
で
勤
務

す
る
隊
員
が
主
体
的
に
募

集
対
象
者
の
情
報
を
収

集
し
地
方
協
力
本
部
に
情

報
提
供
す
る
活
動
の
こ
と

で
、
年
度
当
初
に
際
し
、

本
部
長
自
ら
が
駐
屯
地
の

隊
員
に
対
し
募
集
情
報
提

供
を
呼
び
か
け
た
。

　

更
に
５
月
10
日
に
は
霞

目
駐
屯
地
、
11
日
仙
台
駐

屯
地
、
12
日
反
町
分
屯
地

及
び
６
月
１
日
多
賀
城
駐

屯
地
の
朝
礼
の
場
に
お
い

て
も
協
力
依
頼
を
実
施
。

隊
員
自
主
募
集
の
理
解
促

進
に
向
け
更
な
る
情
報
提

供
の
依
頼
を
行
っ
た
。

　

４
月

　

４
月
1515
日
、
仙
台
第
３

日
、
仙
台
第
３

合
同
庁
舎
に
お
い
て
「
令

合
同
庁
舎
に
お
い
て
「
令

和
４
年
度
広
報
大
使
委
嘱

和
４
年
度
広
報
大
使
委
嘱

状
贈
呈
式
」
を
実
施
し
、

状
贈
呈
式
」
を
実
施
し
、

宮
城
県
内
の
基
地
及
び
駐

宮
城
県
内
の
基
地
及
び
駐

屯
地
の
隊
員
４
名
を
新
た

屯
地
の
隊
員
４
名
を
新
た

に
「
宮
城
地
本
広
報
大
使
」

に
「
宮
城
地
本
広
報
大
使
」

に
委
嘱
し
た
。

に
委
嘱
し
た
。

　

現
場
で
活
躍
す
る
広
報

　

現
場
で
活
躍
す
る
広
報

大
使
の
４
名
（
黒
木
３
陸

大
使
の
４
名
（
黒
木
３
陸

曹
（
第
４
１
６
会
計
隊
・

曹
（
第
４
１
６
会
計
隊
・

船
岡
）、
根
城
３
陸
曹
（
第

船
岡
）、
根
城
３
陸
曹
（
第

３
０
９
輸
送
中
隊
・
霞
目
）、

３
０
９
輸
送
中
隊
・
霞
目
）、

三
浦
陸
士
長
（
第
１
０
２

三
浦
陸
士
長
（
第
１
０
２

指
揮
所
通
信
大
隊
・
仙
台
）、

指
揮
所
通
信
大
隊
・
仙
台
）、

高
橋
空
士
長
（
第
４
航
空

高
橋
空
士
長
（
第
４
航
空

団
基
地
業
務
群
本
部
・
松

団
基
地
業
務
群
本
部
・
松

島
））
は
、
広
報
イ
ベ
ン
ト

島
））
は
、
広
報
イ
ベ
ン
ト

や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
及
び

や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
及
び

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
、
特
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
、
特
に

同
世
代
で
あ
る
若
年
層
へ

同
世
代
で
あ
る
若
年
層
へ

向
け
、
自
衛
隊
の
魅
力
を

向
け
、
自
衛
隊
の
魅
力
を

伝
え
て
い
く
。

伝
え
て
い
く
。

　

活
躍
の
場
と
し
て
、
陸

　

活
躍
の
場
と
し
て
、
陸

上
自
衛
隊
を
舞
台
と
し
た

上
自
衛
隊
を
舞
台
と
し
た

ド
ラ
マ
「
テ
ッ
パ
チ
！
」（
フ

ド
ラ
マ
「
テ
ッ
パ
チ
！
」（
フ

ジ
テ
レ
ビ
系
列
）
放
映
に
あ

ジ
テ
レ
ビ
系
列
）
放
映
に
あ

た
り
、
仙
台
放
送
に
よ
る

た
り
、
仙
台
放
送
に
よ
る

番
組
Ｃ
Ｍ
撮
影
に
協
力
し
、

番
組
Ｃ
Ｍ
撮
影
に
協
力
し
、

参
加
し
た
２
人
は
溌
溂
と

参
加
し
た
２
人
は
溌
溂
と

し
た
姿
を
見
せ
た
。
ま
た
、

し
た
姿
を
見
せ
た
。
ま
た
、

各
種
広
報
イ
ベ
ン
ト
で
も

各
種
広
報
イ
ベ
ン
ト
で
も

精
力
的
に
活
動
し
、
イ
ベ
ン

精
力
的
に
活
動
し
、
イ
ベ
ン

ト
参
加
者
と
交
流
を
深
め

ト
参
加
者
と
交
流
を
深
め

て
い
る
。

て
い
る
。

　

今
後
も
広
報
大
使
の
活

　

今
後
も
広
報
大
使
の
活

躍
に
よ
り
、
自
衛
隊
に
興

躍
に
よ
り
、
自
衛
隊
に
興

味
を
持
っ
て
貰
え
る
よ
う

味
を
持
っ
て
貰
え
る
よ
う

な
広
報
活
動
を
積
極
的
に

な
広
報
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
く
。

展
開
し
て
い
く
。

訓示受け訓示受け

新規委嘱者との記念撮影新規委嘱者との記念撮影

仙台駐屯地仙台駐屯地

反町分屯地反町分屯地

根城拓実根城拓実　　３等陸曹３等陸曹高橋春稀高橋春稀　　空士長空士長

准曹との懇談准曹との懇談

委嘱状の伝達委嘱状の伝達

船岡駐屯地船岡駐屯地

黒木美裕黒木美裕　　３等陸曹３等陸曹三浦美夢三浦美夢　　陸士長陸士長

梶
原
総
監
初
度
視
察
受

令
和
４
年
度
募
集

相
談
員
委
嘱

宮宮
城城
地地
本本
広広
報報
大大
使使
にに

４４
名名
をを
委委
嘱嘱

宮城県内駐屯地朝礼において
隊員自主募集等の協力依頼

ドラマ「テッパチ！」番組ＣＭ撮影ドラマ「テッパチ！」番組ＣＭ撮影

イベントでの活動（アリオ仙台泉・航空自衛隊松島基地展）イベントでの活動（アリオ仙台泉・航空自衛隊松島基地展）

イベントでの活動（泉区民ふるさとまつり）イベントでの活動（泉区民ふるさとまつり）
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予
備
自
衛
官
課
は
７
月
３
日
、
仙

台
第
４
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
予
備
自
衛
官
補
辞
令
書
交
付

式
を
実
施
し
た
。

　

７
月
１
日
付
採
用
と
な
っ
た
25
名

の
う
ち
、
予
備
自
補
（
一
般
）
12
名
、

予
備
自
補
（
技
能
）
５
名
が
辞
令
書

交
付
式
に
臨
ん
だ
。

　

阿
部
予
備
自
補
の
号
令
で
本
部
長

へ
の
敬
礼
に
続
き
、
一
般
及
び
技
能
そ

れ
ぞ
れ
の
代
表
者
に
本
部
長
か
ら
辞

令
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
阿
部
予
備

自
補
が
宣
誓
文
を
代
表
し
て
読
み
上

げ
た
。
続
い
て
本
部
長
が
「
予
備
自

衛
官
へ
の
期
待
値
は
高
ま
っ
て
お
り
、

訓
練
参
加
に
よ
り
予
備
自
衛
官
・
即

応
予
備
自
衛
官
に
任
用
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
自
ら

が
予
備
自
補
制
度
を
学
校
や
職
場
で

広
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
訓
示
し
た
。

　

今
回
よ
り
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、

予
備
自
衛
官
補
か

ら
予
備
自
衛
官
及
び

即
応
予
備
自
衛
官
に

任
用
さ
れ
た
２
名
の

「
先
輩
」
と
の
意
見

交
換
の
場
を
設
け
る

こ
と
で
不
安
感
の
軽

減
と
訓
練
参
加
意
欲

の
向
上
を
図
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

を
見
て
予
備
自
制
度

に
関
心
を
も
っ
て
志

願
し
た
」「
体
力
に

も
自
信
が
あ
る
の
で

自
分
の
技
能
を
役
立

て
た
い
」「
先
輩
予

備
自
衛
官
の
方
か
ら

貴
重
な
話
を
聞
け

た
」
等
の
声
が
聞
か

れ
た
。

　

ま
ず
は
初
回
訓
練

へ
の
参
加
を
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

継
続
的
な
訓
練
参
加

に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　

援
護
課
は
6
月
2
日
か

ら
同
月
21
日
ま
で
の
間
、
定

年
制
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
企
業
研
修
）
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
若
年
定
年
退

職
予
定
隊
員
に
対
し
、
企
業

理
解
の
促
進
と
、
じ
後
の
職
業

訓
練
に
お
い
て
、
真
に
必
要
な

資
格
課
目
の
選
択
の
資
と
さ
せ

る
た
め
実
施
し
て
い
る
。

　

訪
問
し
た
企
業
は
、
建
設

業
、製
造
業
、運
輸
業
、サ
ー

ビ
ス
業
の
多
業
種
に
わ
た

り
、
各
企
業
の
事
業
所
や
作

業
現
場
、
使
用
車
両
等
を
実

地
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
企

業
理
念
の
説
明
や
社
員
及
び

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
と
の
懇
談
を
通

じ
て
、
企
業
は
利
潤
追
求
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
や
興
隆
に
あ

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
企
業
へ

の
理
解
が
深
ま
っ
た
」「
是

非
、
こ
の
会
社
で
働
き
た
い

と
感
じ
た
」「
再
就
職
に
必

要
な
資
格
が
明
確
に
な
っ

た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
、

定
年
退
職
ま
で
の
限
ら
れ
た

期
間
を
計
画
的
か
つ
積
極
的

に
活
動
し
、
退
職
後
の
第
2

の
人
生
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
良
い
動
機
づ
け
に

な
っ
た
。

　

今
後
も
こ
の
事
業
を
継

続
し
、
退
職
自
衛
官
が
自
衛

隊
で
培
っ
た
技
術
や
知
識
を

社
会
に
還
元
で
き
る
企
業
選

択
の
一
助
と
な
る
よ
う
受
け

入
れ
企
業
の
拡
大
及
び
退
職

自
衛
官
の
有
用
性
を
様
々
な

機
会
を
通
じ
て
周
知
し
て
行

き
た
い
。

　

予
備
自
衛
官
課
は
８
月
２
日
及
び

４
日
、
任
期
制
退
職
予
定
隊
員
等
に

よ
る
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
研

修
を
行
っ
た
。

　

本
研
修
は
、
２
年
以
内
に
退
職
予

定
の
任
期
制
隊
員
等
が
、
即
自
雇
用

企
業
を
研
修
し
、
就
職
と
即
応
予
備

自
衛
官
の
両
立
に
対
す
る
不
安
感
を

除
去
し
、
部
隊
等
の
即
応
予
備
自
衛

官
志
願
者
の
確
保
を
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。
即
自
雇
用
企
業
５
社
の
協

力
を
得
て
宮
城
県
内
所
在
部
隊
か
ら

３
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
で
は
、
企
業
の
業
務
内
容
、

訓
練
招
集
へ
の
対
応
、
即
自
に
対
す

る
処
遇
等
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を

受
け
、
先
輩
即
応
予
備
自
衛
官
か
ら

近
況
を
聞
く
等
、
非
常
に
貴
重
な
も

の
と
な
っ
た
。

　

参
加
し
た
隊
員
は
、
企
業
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
先

輩
即
応
予
備
自
衛
官
の
体
験
談
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
る
等
、
就
職
と
即
応

予
備
自
衛
官
の
両
立
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
。

　

今
後
も
、
即
自
雇
用
企
業
と
連
携
を

図
り
、
即
応
予
備
自
衛
官
制
度
に
対
す

る
更
な
る
ご
理
解
を
頂
く
と
と
も
に
、

即
自
志
願
意
識
の
高
揚
、
訓
練
出
頭
環

境
の
維
持
等
に
努
め
て
い
く
。

　

予
備
自
衛
官
課
は
６
月
２
日
か
ら

６
日
ま
で
の
間
、
東
北
方
面
後
方
支

援
隊
（
隊
長　

村
上
１
陸
佐
）
及

び
第
３
０
１
水
際
障
害
中
隊
（
隊
長　

磯
部
１
陸
尉
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
任

す
る
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
（
５
日

間
）
を
支
援
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
万
全
を
期
す
た
め
、
訓
練
出
頭

の
２
週
間
前
か
ら
の
健
康
観
察
の
実

施
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
訓
練
担

任
部
隊
及
び
予
備
自
隊
員
と
の
出
頭

調
整
や
雇
用
企
業
の
理
解
を
得
て
、

仙
台
駐
屯
地
に
計
１
１
６
名
、
船
岡

駐
屯
地
に
計
58
名
が
参
加
し
た
。

　

訓
練
期
間
中
、
担
任
部
隊
に
よ
る

各
種
訓
練
の
ほ
か
、
地
本
に
よ
る
予

備
自
等
制
度
教
育
、
予
備
自
衛
官
へ

の
普
及
を
推
進
し
て
い
る
「
応
招
確

認
シ
ス
テ
ム
」
教
育
及
び
即
自
有
資

格
者
へ
の
志
願
勧
誘
等
が
行
わ
れ
た
。

　

最
終
日
に
は
地
本
主
催
に
よ
る
表

彰
式
を
実
施
し
、
大
臣
表
彰
１
名
、

陸
幕
長
表
彰
１
名
、
地
本
長
表
彰

５
名
及
び
最
終
任
期
満
了
に
よ
る
総

監
顕
彰
６
名
に
対
し
て
伝
達
・
表
彰

を
行
い
、
そ
の
栄
誉
を
称
え
た
。

【研修先企業】
協業組合 仙台清掃公社　様
西尾レントオール株式会社　東北営業部　様
東北ニチレキ工事株式会社　様
宮城りんかいアスコン株式会社　岩沼工場　様
塩釜港船舶給水株式会社　様
カメイ物流サービス株式会社　様
アルプスビジネスクリエーション株式会社　様
有限会社千田清掃株式会社　様
東北アクセス株式会社　様

【訪問企業名】
株式会社奥羽木工所　様
  （仙台市宮城野区）
株式会社丸運トランスポート
東日本東北支店　様 （七ヶ浜町）
東軌工業株式会社　様 （利府町）
東洋ワークセキュリティ株式会社　様
  （仙台市青葉区）
東北三和鋼器株式会社　様 （柴田町） 意見交換意見交換

即自隊員の体験談を聞く任期制隊員即自隊員の体験談を聞く任期制隊員

周本即応予備士長による説明周本即応予備士長による説明 丸山予備２曹による説明丸山予備２曹による説明

小銃射撃予習（船岡）小銃射撃予習（船岡）

救急法訓練（仙台）救急法訓練（仙台）

駐屯地警備訓練（仙台）駐屯地警備訓練（仙台）

募集課長による講話募集課長による講話

工場の見学工場の見学

任
期
制
退
職
予
定
隊
員
等
に
よ
る

即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
研
修

令
和
４
年
度

予
備
自
衛
官
補

辞
令
書
交
付
式

　

仙
台
募
集
案
内
所
は
６
月
15
日
、
東
北
大

学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
い
て
、
募
集
課
長

（
松
下
１
陸
佐
）
を
講
師
に
防
衛
講
話
を
開
催

し
た
。
こ
れ
は
、
東
北
大
学
学
友
会
（
課
外

サ
ー
ク
ル
）
戦
史
研
究
会
か
ら
の
依
頼
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
募
集
課
長
は
、
所

属
す
る
学
生
に
向
け
て
〝
防
衛
省
・
自
衛
隊

の
安
全
保
障
協
力
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
〟

を
テ
ー
マ
に
約
40
分
間
講
演
を
行
っ
た
。

　

前
段
で
は
、
令
和
３
年
度
版
防
衛
白
書
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
「
わ
が
国
の
安
全
保
障
と

防
衛
に
関
す
る
政
策
」
に
つ
い
て
説
明
。「
安

全
保
障
協
力
」
の
現
状
を
防
衛
省
記
録
動
画
の

視
聴
を
交
え
て
解
説
し
た
上
で
安
全
保
障
協
力

推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
身
が
統

合
幕
僚
監
部
防
衛
交
流
班
員
と
し
て
経
験
し
た

事
例
を
画
像
を
交
え
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た
。

　

後
段
で
は
、
隣
国
で
あ
る
韓
国
と
の
信
頼

醸
成
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
論
文
（「
日
韓
防

衛
交
流
の
進
展
と
停
滞
―
信
頼
醸
成
措
置
の

可
能
性
と
限
界
―
」）
を
執
筆
し
た
経
験
か
ら

解
説
し
、
安
全
保
障
協
力
の
意
義
・
重
要
性

を
伝
え
た
上
で
、
自
衛
官
と
し
て
国
際
的
な

活
動
に
従
事
す
る
こ
と
で
、
日
本
及
び
世
界

の
平
和
と
安
定
に
寄
与
で
き
る
こ
と
や
自
衛

官
と
し
て
の
知
識
・
経
験
を
も
と
に
し
た
研

究
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
参
加
し
た
学
生
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

講
演
後
、
諏
訪
本
部
長
、
松
下
募
集
課
長
、

戸
島
募
集
案
内
所
長
及
び
那
須
募
集
班
長
と

の
意
見
交
換
で
は
、
学
生
か
ら
「
世
界
的
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
安

全
保
障
協
力
の
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
っ
た
の
か
」「
能
力
構
築
支
援
に
つ
い
て
具
体

的
に
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
等
、
昨
今
の
社
会
・

世
界
情
勢
を
踏
ま
え
た
高
次
な
質
問
が
数
多
く

挙
げ
ら
れ
、
自
衛
隊
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
へ

の
関
心
の
高
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

引
き
続
き
大
学
等
に
お
け
る
講
話
等
の
機

会
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
幅
広
い
活
動
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
幹
部
自
衛
官
と
い
う
職
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
企
画
を
多
く
作
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
学
校
等
と
の
関
係
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
（
５
日
間
）
を
支
援

～
２
コ
駐
屯
地
で
同
時
期
に
実
施
～

令
和
4
年
度
定
年
制
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

東
北
大
学
に
お
い
て
募
集
課
長
に
よ
る
防
衛
講
話
を
開
催
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募
集
課
は
３
月
26
日
か
ら
４
月
10
日
ま
で

の
間
、
仙
台
駅
東
口
募
集
案
内
所
内
〝
広
報

ル
ー
ム
〞
に
お
い
て
、
写
真
展
「
ミ
ラ
イ
へ

翔
け
る
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
写
真
展
は
、
専
門
学
校
日
本
デ
ザ
イ

ナ
ー
芸
術
学
院
写
真
映
像
科
学
生
の
航
空
自

衛
隊
松
島
基
地
に
お
け
る
撮
影
実
習
の
成
果

発
表
の
場
と
し
て
、
若
い
感
性
が
溢
れ
る
作

品
を
広
く
一
般
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　

展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
晴
天
の
空
を
背
景

に
ス
モ
ー
ク
を
た
い
て
飛
行
す
る
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
の
ほ
か
、
飛
行
前
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
、
地
上
で
勤
務
す
る
整
備
員
の
様
子
な

ど
、
学
生
各
自
の
視
点
で
捉
え
ら
れ
、
訪
れ

た
来
場
者
に
そ
の
場
に
い
る
か
の
よ
う
な
臨

場
感
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

実
習
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
憧
れ
の
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
を
間
近
に
撮
影
で
き
て
良
か
っ
た
」「
こ
う

い
う
人
た
ち
が
日
本
を
守
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

（１次）９月19日（月）
（２次）10月15日（土）～ 20日（木）
（３次海）11月18日（金）～ 12月14日（水）
（３次空）11月12日（土）～ 12月15日（木）
９月８日（木）

航空学生

受付時にお知らせします
年間を通じて行っております

自衛官候補生

（推薦）９月24日（土）、25日（日）
（総合選抜） （１次）９月24日（土）
 （２次）10月29日（土）・30日（日）
９月９日（金）
（一般） （１次）11月５日（土）・６日（日）
 （２次）12月６日（火）～ 10日（土）
10月26日（水）

防衛大学校学生

（推薦） １月５日（木）～１月７日（土）
※いずれか１日を指定されます。
10月１日（土）～12月２日（金）
（一般） （１次）１月14日（土）・15日（日）
 （２次）１月26日（木）～１月29日（日）
※いずれか１日を指定されます。
10月１日（土）～１月６日（金）

陸上自衛隊高等工科学校生徒

12月３日（土）
11月11日（金）

貸費学生（技術）

９月25日（日）～ 10月10日（月）
９月16日（金）

予備自衛官補（一般・技能）

（１次）10月22日（土）
（２次）12月14日（水）～ 16日（金）
10月12日（水）

防衛医科大学校医学科学生

（１次）10月15日（土）
（２次）11月26日（土）・27日（日）
10月５日（水）

防衛医科大学校看護学科学生（自衛官候補看護学生）

（１次）９月16日（金）～ 18日（日）
（２次）10月８日（土）～ 23日（日）
※いずれか１日を指定されます。
９月５日（月）

一般曹候補生

守
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し

松島基地における撮影実習松島基地における撮影実習撮影実習風景撮影実習風景

写真展開催の様子写真展開催の様子

募
集
課　

企
画
班
長

３
等
陸
佐　

加
藤　

進
也　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部（
青
森
）へ

船
岡
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長

３
等
陸
佐　

小
齋　

広
志　

福
島
駐
屯
地
業
務
隊
（
福
島
）
へ

登
米
地
域
事
務
所
長

１
等
陸
尉　

伊
藤　

正
昭　

第
２
施
設
大
隊
（
旭
川
）
へ

大
河
原
地
域
事
務
所
長

１
等
陸
尉　

大
竹　

秀
徳　

自
衛
隊
仙
台
病
院
（
仙
台
）
へ

大
和
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長

２
等
陸
尉　

仲
島　

光
俊　

第
７
特
科
連
隊
（
東
千
歳
）
へ

多
賀
城
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長

２
等
陸
尉　

渡
邊　

博
昭

東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群（
仙
台
）へ

募
集
課

陸
曹
長　

西
村　

嘉
訓　

東
北
方
面
会
計
隊
（
仙
台
）
へ

大
崎
地
域
事
務
所

１
等
陸
曹　

倉
内　

隆
裕　

第
６
偵
察
隊
（
大
和
）
へ

総
務
課

２
等
陸
曹　

加
藤　

正
人　

第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
（
木
更
津
）へ

名
取
地
域
事
務
所

２
等
陸
曹　

立
野　

慎
也　

東
北
補
給
処
（
仙
台
）
へ

名
取
地
域
事
務
所

３
等
空
曹　

及
川　
　

明　

作
戦
シ
ス
テ
ム
運
用
隊
（
横
田
）
へ

副
本
部
長　

防
衛
事
務
官　

熊
野　

修
一　

小
平
学
校
教
育
部
長
（
小
平
）
へ

総
務
課
長　

防
衛
事
務
官　

坂
本　
　

厳　

大
臣
官
房
秘
書
課
（
市
ヶ
谷
）
へ

総
務
課　

国
民
保
護
・
災
害
対
策
連
絡
調
整
官　

防
衛
事
務
官　

芳
賀　

浩　

福
島
駐
屯
地
業
務
隊（
福
島
）へ

募
集
課　

広
報
班
長　

防
衛
事
務
官　

木
立　

一
紀　

航
空
学
校
宇
都
宮
校
（
宇
都
宮
）
へ

予
備
自
衛
官
課　

予
備
自
衛
官
制
度
専
門
官　

防
衛
事
務
官　

丹
下　

康
司　

東
北
補
給
処（
仙
台
）へ

総
務
課　

総
務
班
長　

防
衛
事
務
官　

佐
藤　

亘　

防
衛
医
科
大
学
校
（
所
沢
）
へ

総
務
課　

管
理
班
長　

防
衛
事
務
官　

駒
形　

惠　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
（
福
島
）
へ

予
備
自
衛
官
課　

即
応
予
備
自
衛
官
主
任　

防
衛
事
務
官　

早
坂　

英
美　

霞
目
駐
屯
地
業
務
隊（
霞
目
）へ

募
集
課　

企
画
班
長

１
等
陸
尉　

南
部　

清
昭　

東
北
方
面
総
監
部
（
仙
台
）
か
ら

登
米
地
域
事
務
所
長

１
等
陸
尉　

横
川　

貴
充　

東
北
方
面
航
空
隊
（
霞
目
）
か
ら

大
河
原
地
域
事
務
所
長

１
等
陸
尉　

壁
寸　
　

敦　

東
北
方
面
特
科
隊
（
仙
台
）
か
ら

多
賀
城
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長

２
等
陸
尉　

大
平　
　

清　

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
（
八
戸
）
か
ら

大
和
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長

１
等
陸
尉　

飯
塚　

浩
展　

南
関
東
防
衛
局
（
横
浜
）
か
ら

船
岡
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長

２
等
陸
尉　

奥
寺　
　

智　

東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群（
神
町
）か
ら

名
取
地
域
事
務
所

陸
曹
長　

宍
田　

竹
生　

東
北
方
面
総
監
部
付
隊（
仙
台
）か
ら

霞
目
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー

陸
曹
長　

内
藤　

敏
文　

東
北
方
面
航
空
隊
（
霞
目
）
か
ら

募
集
課

陸
曹
長　

沼
田　
　

尋　

北
部
方
面
航
空
隊
（
丘
珠
）
か
ら

大
崎
地
域
事
務
所

１
等
陸
曹　

佐
藤　

慎
一　

中
央
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
隊（
朝
霞
）か
ら

名
取
地
域
事
務
所

２
等
陸
曹　

菊
地　

貴
裕　

東
北
方
面
総
監
部
付
隊（
仙
台
）か
ら

名
取
地
域
事
務
所

２
等
陸
曹　

遠
藤　
　

茂　

第
38
普
通
科
連
隊
（
多
賀
城
）
か
ら

総
務
課

２
等
陸
曹　

髙
橋　

太
一　

第
６
師
団
司
令
部
付
隊（
神
町
）か
ら

名
取
地
域
事
務
所

３
等
空
曹　

高
橋
裕
太
郎　

第
３
航
空
団
整
備
補
給
群（
三
沢
）か
ら

副
本
部
長　

防
衛
事
務
官　

鈴
木　

利
法　

内
閣
官
房
内
閣
情
報
調
査
室

　

内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
（
市
ヶ
谷
）
か
ら

総
務
課
長　

防
衛
事
務
官　

筧
田　

祐
一　

陸
上
総
隊
司
令
部
（
朝
霞
）
か
ら

予
備
自
衛
官
制
度
専
門
官　

防
衛
事
務
官　

佐
藤　

明　

東
北
補
給
処
（
仙
台
）
か
ら　
　

募
集
課　

広
報
班
長　

防
衛
事
務
官　

金
子　

優
美　

東
北
方
面
総
監
部
（
仙
台
）
か
ら

総
務
課　

国
民
保
護
・
災
害
対
策
連
絡
調
整
官　

防
衛
事
務
官　

川
嶌　

貴
之　

東
北
方
面
総
監
部（
仙
台
）か
ら

総
務
課　

管
理
班
長　

防
衛
事
務
官　

土
谷　

み
ち
子　

東
北
方
面
総
監
部
（
仙
台
）
か
ら

募
集
課　

業
務
班
長　

防
衛
事
務
官　

川
井　

景
太　

東
北
方
面
総
監
部
（
仙
台
）
か
ら

宮
城
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
援
護
主
任　
（
再
任
用
）
防
衛
事
務
官　

遠
藤　

宏
明

募
集
課
長

１
等
陸
佐　

松
下　

竜
朗　

第
35
普
通
科
連
隊
長
（
守
山
）
へ

募
集
課　

募
集
広
報
調
整
官

２
等
陸
佐　

尾
形　

朋
子　

東
北
方
面
総
監
部
（
仙
台
）
へ

援
護
課　

援
護
企
画
班
長

３
等
陸
佐　

阿
部　

洋
子　

東
北
方
面
輸
送
隊
（
霞
目
）
へ

仙
台
募
集
案
内
所

１
等
陸
曹　

小
野
里
知
子　

第
１
１
９
教
育
大
隊
（
多
賀
城
）
へ

仙
台
募
集
案
内
所

２
等
空
曹　

今
野　

浩
一　

松
島
管
制
隊
（
松
島
）
へ

総
務
課　

会
計
主
任　

防
衛
事
務
官　

中
野　

眞
美　

陸
上
幕
僚
監
部
（
市
ヶ
谷
）
へ

仙
台
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー

２
等
海
尉　

作
間　

喬
暁　

第
４
航
空
群
司
令
部
（
厚
木
）
へ

募
集
課
長

１
等
陸
佐　

増
山　

哲
治　

教
育
訓
練
研
究
本
部
付（
目
黒
）か
ら

栗
原
地
域
事
務
所
長

２
等
陸
尉　

太
田　

哲
也　

東
北
方
面
後
方
支
援
隊（
仙
台
）か
ら

援
護
課　

援
護
企
画
班
長

３
等
陸
尉　

野
中　
　

誠　

第
１
１
９
教
育
大
隊（
多
賀
城
）か
ら

募
集
課

陸
曹
長　

髙
橋　

伸
也　

第
38
普
通
科
連
隊
（
多
賀
城
）
か
ら

仙
台
募
集
案
内
所

１
等
陸
曹　

松
田
あ
す
み　

東
北
方
面
後
方
支
援
隊（
仙
台
）か
ら

募
集
課

２
等
陸
曹　

佐
々
木
淳
一　

第
22
即
応
機
動
連
隊（
多
賀
城
）か
ら

仙
台
募
集
案
内
所

２
等
空
曹　

堀
合　

政
範　

第
４
航
空
団
基
地
業
務
群（
松
島
）か
ら

総
務
課　

会
計
主
任　

防
衛
事
務
官　

澤
井　

健
太　

福
島
駐
屯
地
業
務
隊
（
福
島
）
か
ら

仙
台
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー

２
等
海
尉　

澁
谷　

和
範　

情
報
本
部
計
画
部
（
市
ヶ
谷
）
か
ら

（
４
．
４
．
１
）

総
務
課
長　

防
衛
事
務
官　

筧
田　

祐
一

予
備
自
衛
官
課
長　

防
衛
事
務
官　

堤　

正
昭

総
務
課　

会
計
主
任　

防
衛
事
務
官　

中
野　

眞
美

（
４
．
７
．
１
）

仙
台
募
集
案
内
所

准
陸
尉　

犬
飼　

貴
浩

大
河
原
地
域
事
務
所

陸
曹
長　

澤
田　
　

誠

大
崎
地
域
事
務
所

１
等
陸
曹　

佐
藤　

慎
一

仙
台
募
集
案
内
所

１
等
陸
曹　

戸
嶋
美
和
子

石
巻
地
域
事
務
所

１
等
空
曹　

工
藤
ひ
と
み

総
務
課

陸
曹
長　

会
田　

勝
浩
（
４
．
１
．
11
）

石
巻
地
域
事
務
所

３
等
陸
尉　

遠
山　
　

清
（
４
．
１
．
16
）

援
護
課

准
陸
尉　

佐
藤　

直
光
（
４
．
２
．
26
）

仙
台
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー

３
等
陸
佐　

百
田　

秀
雄
（
再
任
用
）（
４
．
７
．
31
）　　

名
取
地
域
事
務
所

准
陸
尉　

物
江　

一
榮
（
４
．
８
．
８
）

春
期
転
出
者

春
期
転
入
者

夏
期
転
出
者

夏
期
転
入
者

昇　
　
　

任

昇　
　
　

格

定
年
退
官


